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「つたえよう、生物多様性」
（引用：環境省生物多様性ウェブサイト）

3 つのレベルの多様性
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３   生態系サービスとは  

	
 

	
 自然環境や生物と日常的に接する	
 

機会が少ない市街地に住んでいると、	
 

私たちの日常生活は生物多様性とは	
 

無関係のように思えますが、私たち	
 

の暮らしは自然の恵みによって支え	
 

られています。この自然の恵みを生	
 

態系サービスといいます。私たち人	
 

間が、文化的で豊かな生活を享受し、	
 

安心・安全に暮らしていくためには、	
 

生物多様性はなくてはならないものになっています。	
 

	
 生態系サービスは、「基盤サービス」、「供給サービス」、「文化的サービス」、「調整

サービス」の４つに分類されます。	
 	
 

	
 この４つの生態系サービスは、人間にとても有用なものです。生きものが生み出す

大気や水環境には人間を含めたすべての生命の根源となっており、生活の必需品であ

る食べ物、木材、繊維、医薬品は様々な生物で成り立っています。また、地域に根差

した文化は地域固有の生物と深く関連して作られており、豊かな森林は山地災害の防

止や土砂の流出防止などの安心・安全の基礎となっています。このように、私たちの

暮らしは、生態系サービスの上に成り立っています。	
 

	
 

（１）基盤サービス  

	
 

	
 「供給サービス」、「文化的サービス」、「調整サ	
 

ービス」の３つを支える基盤的なサービスです。	
 

	
 私たちの生存に不可欠な酸素は植物による光合	
 

成により作られ、生命の維持に欠かせない水は森	
 

林の水源涵養の働きによる産物です。また、栄養	
 

豊かな土壌は、生物の死骸や植物の葉がバクテリ	
 

アなどの土壌中の微生物によって分解されること	
 

で形成されます。気温や湿度の調節も大気の循環	
 

や森林などを構成する土壌や植物からの蒸散により行われています。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

供給サービス 文化的サービス

基盤サービス

調整サービス

食べもの

豊かな土壌 酸素の供給

いやし 水の浄化

、
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護岸とアオコの様子

雑草に覆われた耕作放棄地
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　　世界・日本・埼玉県の生物の種数と絶滅のおそれのある種の割合

項目 世界 日本 埼玉県

レッドリストの名称
IUCN レッドリスト

ver.2017-3
環境省レッドリスト 2017 埼玉県レッドデータブック

絶滅のおそれのある種 25,821 種 3,690 種 1,818 種※

評価対象とした種数 91,523 種 59,020 種 15,246 種※

評価対象種に占める

絶滅のおそれのある種の割合
28% 6% 12%

※：「埼玉県レッドデータブック植物編 2011」及び「埼玉県レッドデータブック動物編 2008」より集計。

南方系生物の埼玉県への侵入定着例
ツマグロヒョウモン



―  15  ―

○本県で確認されている特定外来生物

分類 法指定種数 うち県内確認種

ほ乳類
２５

（３属 種２交雑）
アライグマ、マスクラット、キタリス、クリハラリス

鳥類
７

（７種）
ガビチョウ、ソウシチョウ

は虫類
２１

（ 種３交雑）
カミツキガメ

両生類
１５

（ 種）
ウシガエル

魚類
２６

（２科 種３交雑）

オオクチバス（通称ブラックバス）、コクチバス、ブ

ルーギル、

チャネルキャットフィッシュ、カダヤシ

無脊椎

動物

３８

（１科７属 種）

クビアカツヤカミキリ、セアカゴケグモ、カワヒバリ

ガイ

植物
１６

（１属 種）

オオカワジシャ、ミズヒマワリ、アレチウリ、ボタン

ウキクサ、オオキンケイギク、オオフサモ、オオハン

ゴンソウ、

ナルトサワギク

計
１４８種

（３科 属 種 交雑）
２４種

５ 生物多様性の社会への浸透

人間活動を要因とする生物多様性への負荷の低減を図るには、全ての人々が生物多

様性という言葉の意味やその価値を認識し、生物多様性の保全に向けた行動につなげ

ていくことが重要であり、全ての出発点となります。

（平成 ）年に愛知県名古屋市で開催された をきっかけに、生物多様

性に対する関心は高まりました。

（平成 ）年 月に内閣府が行った環境問題に関する世論調査では、生物多

様性の言葉の認知度は、「言葉の意味を知っている ％」、「意味は知らないが、

言葉を知っている ％」、「聞いたこともない ％」となっており、回答者の

％が「生物多様性の言葉」を知っているという結果でした。

しかし、 （平成 ）年 月に行った世論調査（対象 人、有効回収

人、回答率 ％）では、「生物多様性の言葉」の認知度は、「言葉の意味を知って

いる ％」、「意味は知らないが、言葉を知っている ％」、「聞いたこともな

い ％」と、なっており、回答者の ％が「生物多様性の言葉を知っている」

という結果で、前回調査より ポイント低下してしまいました。

　  本県で確認されている特定外来生物

分類 法指定種数 うち県内確認種

ほ乳類
２５

（３属 20 種２交雑）
アライグマ、マスクラット、キタリス、クリハラリス

鳥類
７

（７種）
ガビチョウ、ソウシチョウ

は虫類
２１

（18 種３交雑）
カミツキガメ

両生類
１５

（15 種）
ウシガエル

魚類
２６

（２科 21 種３交雑）

オオクチバス（通称ブラックバス）、コクチバス、ブルーギル、

チャネルキャットフィッシュ、カダヤシ

無脊椎

動物

３８

（１科７属 30 種）
クビアカツヤカミキリ、セアカゴケグモ、カワヒバリガイ

植物
１６

（１属 15 種）

オオカワジシャ、ミズヒマワリ、アレチウリ、ボタンウキクサ、オオ

キンケイギク、オオフサモ、オオハンゴンソウ、ナルトサワギク

計
１４８種

（３科 15 属 122 種 8 交雑）
２４種
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